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低密度パリティ検査（Low-Density Parity-Check : LDPC）符号とSum-Product復
号の組み合わせは近年最も注目されている． 
またインターネット等で近年隆盛となっているパケット通信技術は，データを分
割したペイロードと呼ばれるデータ部にアドレス情報などのヘッダを付加したパ
ケットが送受信される．このパケットにおいて，誤りによってヘッダを失うとパ
ケットは送信先に届かない為，ヘッダはペイロードよりも重要度が高いことが云
える．そのため重要度に応じて不均一に誤り保護する（Unequal-Error 
Protection : UEP）技術はこのような通信において大変有効だと考えられている．
またこのような不均一に誤り保護する符号を不均一誤り保護（UEP）符号という．
UEP符号は重要度に応じて複数の符号化器を用いる必要がなく，単一の符号化器で
UEP性能を実現する為，非常に実用的である．近年のUEP符号に関する研究として，
N.RahnavardらによってUEP-LDPC符号が提案されている．彼らは，Sum-Product復
号の確率伝播アルゴリズムを解析する手法である密度発展法（Density 
Evolution : DE）の確率密度関数を不均一化し，LDPC符号を定義する検査行列内
の次数分布を最適化することで符号を構成した．しかしながら，本来伝送すべき
情報全体を考慮した場合彼らが提案した符号は重要度の高い情報に対しては高い
誤り保護能力を示すが，それよりも重要度の劣る情報に対しては誤り保護能力が
極めて低い． 
そこで本研究では不均一化したDEの確率密度関数の特性に着目し，重要度の劣る
情報に対しても高い保護能力を持つよう構成したDEにより検査行列内の次数分布
を最適化したUEP-LDPC符号を提案する．さらに，反復復号法に対して悪影響を及
ぼすstopping setの最小値であるstopping distanceも考慮して符号を構成する．
この手法により構成された符号が冗長性を生かし，本来伝送すべき情報全体に対
して，高い誤り保護性能を示し，かつその中でも重要度の高い情報に対してはよ
り高く保護性能を示すことをSum-Product復号によるシミュレーションで示す．
 
